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株式会社ＬＩＸＩＬ 

「クリエイションの未来展」 第１０回  

宮田亮平 監修企画  

「みなの衆 ―東京藝術大学鍛金研究室で学ぶ―」 
第一期  ２０１６年１２月１５日（木）～２０１７年１月１９日（木） 

第二期  ２０１７年１月２１日（土）～２月２５日（土） 

会場：ＬＩＸＩＬギャラリー（東京会場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

│本リリースに関するお問い合わせ先│ 

LIXIL ギャラリー（ http://www1.lixil.co.jp/gallery/ ） 

所在地：東京都中央区京橋 3‐6‐18 東京建物京橋ビル LIXIL：GINZA 2F 

広報担当：大橋恵美・田村志保  

TEL．03‐5250‐6530 E-mail．xbn@lixil.com  
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ＬＩＸＩＬギャラリー企画「クリエイションの未来展」について 

LIXILギャラリー企画「クリエイションの未来展」では、日本の建築・美術界を牽引する
4人のクリエイター、清水敏男氏（アートディレクター）、宮田亮平氏（金工作家）、 

伊東豊雄氏（建築家）、隈研吾氏（建築家）を監修者に迎え、それぞれ3ケ月ごとの会期で、
独自のテーマで現在進行形の考えを具現化した展覧会を開催しています。 

「クリエイションの未来展」の第10回となる今回は、金工作家の宮田亮平氏監修による 

「みなの衆 －東京藝術大学鍛金研究室で学ぶ－」を開催します。 

本展では会期を二期に分けて展示します。第一期では、監修者である宮田亮平氏と、東京
藝術大学を卒業後全国の教育機関で後進の育成に力を注いでいる金工作家 11 人の作品合
計12点を展示します。つづく第二期では、宮田亮平氏と東京藝術大学の現役の講師や助手
と、東京藝術大学を学び舎とした造幣局の装金士の作品合計11点の展示を行います。 

 

│開催概要│   宮田亮平 監修企画 

「みなの衆 ―東京藝術大学鍛金研究室で学ぶ―」  
会 期 第一期 2016年 12月 15日（木）～2017年 1月 19日（木） 

第二期 2017年 1月 21日（土）～2月 25日（土） 

休 館 日 水曜日、2016年 12月 28日（水）～2017年 1月 4日（水） 

開館時間 10:00～18:00 

会 場 LIXILギャラリー 

    東京都中央区京橋 3-6-18 東京建物京橋ビル LIXIL : GINZA 2F 

入 場 料 無料 

主   催 株式会社 LIXIL  LIXILギャラリー 

会場写真 http://www1.lixil.co.jp/gallery/ 

   会期開始 5日目から会場写真をご覧頂けます。 

│関連企画│   第１回  トーク  

宮田亮平（金工作家）＋黒川廣子（東京藝術大学大学美術館・教授） 
開 催 日 2016年 12月 20日（火） 
開催時間 18:30～20:00 

会 場 LIXIL：GINZA（LIXILギャラリー）1階 

 参加無料 ＊要予約、定員 50名 

第２回 出品作家らによるワークショップ シルバーリング制作 
開 催 日 2017年 2月 8日（水） 
開催時間 13:00～17:00 

会 場 LIXIL：GINZA（LIXILギャラリー）1階 

 参加費 8,000円（材料費 、指導費込）＊要予約、定員 14名 

│展覧会の見どころ│日本伝統の金属工芸の「粋といま」をつくる「衆」のちから 

東京藝術大学鍛金研究室は1895年に開設され約120年の歴史があります。鍛金とは、
一枚の板金を叩いて色々な造形をつくり出す金属工芸技法で、宮田亮平氏はこの研究室で
教鞭をとってきました。 

鍛金研究室の工房は、金鎚で打ちのべる音や金属を熱する炎の音が鳴り響いています。
一心に金属に向かい、硬質な金属を自由に操り、優美で繊細な作品を生み出します。まさ
に剛と柔を体現した「鍛金衆」の姿がそこにあります。鍛金衆の一門に入ると、自らの金
鎚を制作するところからスタートします。ゼロからのものづくりを象徴する教えで、研究
室が所有する道具の中には明治時代から受け継がれるものもあります。それらの道具は、
歴代の鍛金衆によって活用されて、今でも大切に使われている「道具衆」なのです。 

あまり知られていないことですが、造幣局では職員である装金士の技術の研鑽に東京藝
術大学で上級研修を行っています。本展では造幣局の装金士たちの作品も同時に展示しま
す。 

東京藝術大学鍛金研究室は「衆」のちからで「粋といま」をつくる日本のものづくりの
在り方を示しています。伝統を継承しつつ、さらなる可能性を示す“技”と“表現”の数々を
ぜひご覧ください。 
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│監修者・作家  宮田亮平氏からのコメント│ 

鍛金研究室とは、自由な場所である。そこで生まれる発想は自由で偏らない。
鍛金作品をつくる前に道具を自分でつくるところからスタートする。つまり、根
源から創作していくのだ。そのような場所で育った作家は、多様性を持つように
なり、だからこそ教育機関で活躍もできる人材が多いのだと思う。この展覧会に
は、一見ベテランから若手までいるように見えるが、実はベテランなんてものは
なく、全員若手。自分も、勿論そうだ。違いがあるのなら、経験値、すなわち
“生きた失敗例”がどのくらいあるかに他ならない。また、教育機関で活躍して
いる作家たちに言えることだが、少なからず自分の作品が学生たちに影響を及ぼ
している。自分の背中を、常に学生たちに見られているのだ。そのような人たち
を集めたことにも、この展示の大きな意味があるだろう。 

今回出展される作品群には、そのほとんどが多様性という言葉を超えた、各人
の表現が出ていると思うし、そうあるべきだと期待している。 

「藝大鍛金研究室」と「造幣局」の関わりについて触れておこう。私が学部長
だった時代に、造幣局からの委託研究生として上田君が入ってきた。造幣局の上
級研修を鍛金研究室で受けるという制度であった。造幣局では徹底した相似形を
つくるのが“命”。しかし藝大では、技のエキスは伝授するが、造形の“こころ”
までは継承させない。そういう違いがある中で、大苦戦をしたが一年間に及ぶ研
鑽により、上田君の変化を見て非常に感動したのを覚えている。その後入ってき
た三人も、ときにはカミナリを落としたが、すくすくと藝大で成長していくのが
感じられた。彼らが得たのは、相似形でありながら、単なる機械工作とは違う、
「似て非なる」仕事であったのだ。 

今後、この研究室で学ぶ者には、期待はもちろん、驚きも感じたい。研究室で
は、基礎の鎚絞り（一枚の板を打って徐々にさまざまな形に変形させる技）をま
ず学ぶが、それの徹底した延長にいる人もいれば、そこから展開していく人もい
る。作品を観ればその人がわかるもので、一番素直な心の鏡が「作品」である。
この度の展覧会ではそこに注目してほしい。 

私はいまだ「鍛金」とは何か、解き明かせない。それぞれが考えていくべきも
のだ。本展では、しっかりと継承された基礎をもとに、自らの手によって最後ま
で責任を持ち、モノづくりをしていく“衆”の力が発揮されていることと思う。
そのような私たちに、鍛金の神様が「よっ、みなの衆」と呼びかけるのである。 

 

 

│監修者・作家略歴│ 

          宮田 亮平 （ＭＩＹＡＴＡ Ｒｙｏｈｅｉ） 

           1945年 新潟県佐渡に生まれる 

1972年 東京藝術大学大学院美術研究科修士課程鍛金専攻修了 

1997年 東京藝術大学教授 

2005年 東京藝術大学学長（～2016年 3月） 

2016年 4月～文化庁長官 

 

1990年 文部省在外研究員（ドイツ）、個展（ドイツ） 

2007年 第 46回日本現代工芸美術展 内閣総理大臣賞受賞 

2009年 第 41回日展 内閣総理大臣賞受賞 

2012年 第 68回日本芸術院賞受賞 

2013年 「宮田亮平展」高島屋（日本橋本店・横浜店・大阪店・JR名古屋店） 

2015年 「宮田亮平展 海へ」三越（日本橋本店） 

 

東京五輪エンブレム委員会委員長、日本放送協会「経営委員会」委員、 

日展理事、現代工芸美術家協会常務理事、日本相撲協会「横綱審議委員会」委員他 
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│出品作家│ 
＜第一期＞12名 ※作品紹介：名前／生まれ年／現在の仕事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．南 昌伸／1956年／広島市立大学・教授 

11．手銭 吾郎／1967年 

／長岡造形大学・准教授 

10．丸山 智巳／1964年 

／東京藝術大学・准教授 

8．永見 文人／1962 年／
広島市立大学・教授 

1．宮田 亮平／1945年／文化庁長官 

4．中村 滝雄／1952年／富山大学・教授 

7．山本 一樹／1957年／静岡文化芸術大学・教授 9．原 智／1962年／金沢美術工芸大学・教授 

12．相原 健作／1969年 

／東京藝術大学・特任研究員 

2．野口 裕史／1950年／
多摩美術大学・教授 

3．安藤 泉／1950年／多摩美術大学・客員教授 

6．馬場 省吾／1957年 

／長岡造形大学・教授 
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＜第二期＞11名 ※作品紹介：名前／生まれ年／現在の仕事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＊宗像 藍／1985年／編集者  ※展覧会時に発行されるリーフレット 構成・文を担当 

9．瀧澤 宗史／1985年／東京藝術大
学・教育研究助手 

8．中嶋 明希／1979 年／ 

東京藝術大学・非常勤講師 

6．三神 慎一朗／1977年
／東京藝術大学・助教 

5．岩崎 裕純／1976年／東京藝術大学・ 
非常勤講師 

7．磯﨑 えり奈／1979年／東京藝術大学・ 

非常勤講師 

  4．服部 浩一／1963年／造幣局装金課・ 
    作業長 

3．橋本 敦司／1962年／造幣局装金課・作業長 1．宮田 亮平／1945年／文化庁長官 2．上田 稔／1956年 

／造幣局装金課・総括作業長 

10．真鍋 直樹／1986年／造幣局装金課・係員 11．宮﨑 瑞土／1988 年／東京藝術大学・教育研究助手 



  宮田亮平 監修企画 「みなの衆 ―東京藝術大学鍛金研究室で学ぶ―」                          │ＰＲＥＳＳ ＲＥＬＥＡＳＥ│ 

 
6 ＬＩＸＩＬギャラリー 

 

 

 LIXIL は、創業期のクラフトマンシップを今に語り継ぎ、常に建築家やデザイナー
と手を携え、機能性と洗練された美しさの融合を追求してきました。それこそ
が、私たちが掲げる「LIVING CULTURE」というコンセプトです。私たちは  
ミュージアム、ギャラリー、資料館および出版活動を柱とした文化活動を通して、
ものづくりの技と心を次世代に伝え、斬新なアイデアを発信する場を提供し、
LIVING CULTURE を表現していきます。LIXIL は、ものづくりにこだわり、
ライフスタイルや時代に合った美しく機能的な製品を作り続けることで世界中の
人びとの豊かで快適な住生活の未来に貢献していきます。 


